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生きたヤクシマダカラ(前鯉類,タカラガイ科)の貝殻に付着した

ウミサカヅキガヤ科(ヒドロ虫類,有韓日)の群体

久保田　信*・土生　紳吾**

Shin Kubota and Shingo Habu: Campanulariid colony (Hydrozoa, Thecata) attached to the shell of living

Cypraea (.Mauritia) arabica asiatica (Prosobranchia, Cypraeidae)

ヤクシマダカラCypraea (Mauritia) arabica asiatica

(SCHILDER&SCHILDER, 1939)は,熱帯イソド・西太平

洋に分布する比較的大形に成長するタカラガイ類の一種

(奥谷, 2000)で,分布の北限に近い和歌山県下にあって,

特に西牟婁郡白浜町沿岸では,潮間帯や浅海で多数の個

体が普通に見られる。今回,初めて,生きたヤクシマダ

カラ(殻長63mmの成貝)にヒドロポリプの群体が肉

眼で容易に確認できるほど付着繁茂している(図1)希

少例を磯で発見したので報告する。

採集年月日　　2000年5月5日

採集場所　　和歌山市西牟婁郡白浜町椿の岩礁海岸

採集状況　　本個体の発見現場は,巨岩の積み重なっ

た洞窟状の場所で,干潮時に土生は腰を

かがめて中-入っていくことができた。

洞窟の海底には,直径50cmくらいの

石が多数積み重なっており,本個体は,

図1　ヤクシマダカラ(和歌山県白浜町産)生見の貝殻
に付着したウミサカヅキガヤ科の群体

Fig. I. Campanulariid colony attached to the shell of

a living Cypraea (Mauritia) arabica asiatica

collected at Shirahama, Wakayama Prefec-
ture.

低潮線にある1個の石の上に静止してお

り,体全体が完全に海水に浸かっていた

が,ヒドロポリプが付着した部分は外套

膜で被われていなかった。

ヒドロポリプ　Campanulariasp. (ヒドロ虫類,有朝日,

ウミサカヅキガヤ科)の群体(生殖体な

し),ヒドロ茎は分枝せず高さ3.1mm

に達すO　貝の上面から見て,群体の大半

は,貝殻の45mm (殻長側) ×35mm

(殻幅側)の面積を占有,共肉部は白色

(図2)

生きたタカラガイ類の貝殻上に付着生物が生育・成長

している例は,これまでわが国からはフジツボ類(少な

くとも3種)や石灰藻が知られていたが(久保田, 1997 :

表1参照;久保田・山口, 1998),本例のようにヒドTl

ポリプの群体が貝殻上部の大部分に繁茂しているものに

初めて遭遇した。この個体の採集地点で,採集日に複数

のヤクシマダカラの生息を確認したが,ヒドロポリプ額

が付着した個体はそれ以外には見られなかった。

本個体は,採集時の様に,外套膜がヒドロポリプの付

着した貝殻部分を常に被わないのか不明である。もし,

図2　図1に示したウミサカヅキガヤ科の1個虫のヒド

ロ菜とヒドロ茎上部

Fig. 2. Hydrotheca and the upper part of the

hydrocaulus of a zooid of the campanulariid

hydroid shown in Fig. 1.
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この個体が衰弱しているか軟体部に何らかの欠陥などが

ある場合,付着したヒドロポリプは,刺胞で貝が捕食さ

れるのを防止する(してきた)役割を果たしている(し

てきた)のかもしれない。この群体が,ただ1個体のプ

ラヌラ幼生の定着から生じたとすると,そのような群体

に生育するまでに,最低でも数週間を経過していると推

察される。
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